
                          フラッシュバルブメモリに関する記述として妥当なのはどれか。
１．適切な時期に自発的にタイミングよく，目的の行為を想起するような認知処理が

必要とされる，未来に行うことを意図した行為の記憶である。
２．視覚刺激がごく短時間提示されると，提示終了後もその刺激のイメージが実際に

まだ提示されているかのように感じる現象である。
３．過去のある瞬間に知覚していた対象が，明瞭に再現され，あたかも実際にその対

象を知覚していると感じるような心的イメージ像であり，その像を眼で走査した
り，組み立てたり操作することができる。

４．種々の認知課題遂行中に一時的に必要となる情報の保持や，そうした働きを支え
るシステムである。

５．衝撃的な出来事を初めて見聞きしたときの状況について，鮮明かつ詳細に想起さ
れる記憶である。


